
 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  FC31       科  名 服飾専攻科 技術専攻 

科目ｺｰﾄﾞ 不明         科目名 服装造形 

単  位 ２１ 

授業期間 通年 
 

担当教員(代表)： 門井 緑 共同担当者： 大津 公幸  朝生麻沙美 

 

教育目標・レベル設定など 

・各課題作品の制作を通してアパレル生産プロセス（企画・設計・生産）を学ばせる 

・作品、パターンメーキング、縫製技術を高めるとともにデザイン、素材、ファッショントレンドなども取り入れ総合的に修得させる 

・立体裁断と平面裁断を併用したパターン技術の習得をさせる 

・3 年間で学んだ理論と実技の集大成として作品を研究創作させ、卒業制作ショーで発表する 
 

＜授業概要＞ 

服装造形 論 ⅢＡ・ⅢＢ              ４単位 （000231）（000232） 

服装造形 デザイン ⅢＡ・ⅢＢ           ２単位 （000331）（000332） 

服装造形 パターンメーキング ⅢＡ・ⅢＢ      ４単位 （000531）（000532） 

服装造形 ソーイング ⅢＡ・ⅢＢ          ４単位 （000631）（000632） 

服装造形 ドレーピング ⅡＡ・ⅡＢ         ４単位 （000821）（000822） 

服装造形 工業用パターンメーキング ⅡＡ・ⅡＢ   ３単位 （000921）（000922） 

１  皮革作品       ４７コマ     デザイン・パターン・実物制作・レポート・ショー 

２  スーツ        ５５コマ     デザイン・パターン・実物制作・レポート 

３  グレーディング    ８コマ      ジャケット・パンツ 

４  量産コート      １４コマ     デザイン・パターン・トワル制作（グループ制作） 

５  コート        ４６コマ     デザイン・パターン・部分縫い・実物制作・レポート 

７  高級素材作品     ６コマ     デザイン・パターン・部分縫い・実物制作・レポート 

８  学内コンテスト技術部門課題制作  ３５コマ    トワル作品制作 

９  モードコピー     ２５コマ     トワル制作 

１０ ドレーピング     ５６コマ     原型・袖のバリエーション・３面ジャケット・４面ジャケット・コート 

                           ドレープ（使用ボディ：工業用ボディ・文化ボディ） 

 

評価方法・対象・比重 

・服装造形 論・・筆記試験 （１００％）  

・デザイン、パターンメーキング、ソーイング・・制作物 （課題９０％、授業態度１０％） 

・ドレーピング・・提出物、実技試験 （試験６０％、課題３０％、授業態度１０％） 

・工業用パターンメーキング・・（課題９０％、授業態度１０％） 

・専攻科卒業研究・創作・・制作物 （１００％） 
 
主要教材図書 服飾造形講座 応用編Ⅰ・Ⅱ コート・ケープ （高級素材）（特殊素材） 

       アパレル生産講座 工業パターンメーキング 

参考図書 ファッションブック 

その他資料 プリント（デザイン・作図） 

 

記載者書名欄 門井 緑 
 

授業の特徴と担当教員紹介 
各自実物製作課題を通してパターンメーキング能力や縫製技術の向上を図る。 
服装造形専任教授 専任講師 ファッション教育振興協会パターンメーキング検定委員 企業パターンナー経験者      

２０２２年度 カリキュラム科目概要 
文化服装学院教務部   



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  FC3 

科目ｺｰﾄﾞ 005720 

科  名 服飾専攻科 技術専攻 

科目名 量産技術実習Ⅱ 

単  位     2単位 

授業期間 後期（集中） 
 
担当教員(代表)：加藤 紀人 共同担当者： 

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

量産体制のグループでの実習を通し、アパレルにおける組織的な生産のプロセスと、分業による効率的な作業について理解を

深めることを目標とする。 

メーカー側の製品企画・工場側の製造企画に始まり、重衣料の生産活動を通して「モノ」「情報」の流れを掴み、所定の品質

を実現するための手法や、原価、納期までに完成させるための計画について考える。 

  
【授業計画】 

＜実習製作物 … ウール コート＞ 

Ⅰ．ガイダンス …（１） 

①実習の内容・目的の説明 

②作成する帳票類、ゲージの説明 

③班毎に役割分担 

Ⅱ．サンプル裁断 …（１） 

①先上げサンプル作成のための裁断 

②芯貼り 

③ゲージ作成 

Ⅲ．サンプル縫製 …（５） 

  ①サンプル縫製を通じ、仕様、工程を確認  

  ②作業標準書作成 

Ⅳ．生産指示書作成 …（３） 

  ①作業標準書作成、各種書類清書 

  ②ゲージ作成 

Ⅴ．裁断・芯貼り …（２） 

Ⅵ．ミーティング …（１） 

Ⅶ．本生産 ※分業による …（１２） 

Ⅷ．検品、反省会 …（１） 

 
【評価方法】  

S～C・F評価 平常点（出欠席等） 70％   提出物 30％ 

 
主要教材図書 「工業用ミシン･アイロンの基本操作と知識」 

参考図書  なし 

その他資料 帳票サンプル 
 

 

記載者氏名 加藤紀人 

 

授業の特徴と担当教員紹介 
工業用の機器を使用し、均一な品質のコートを生産する。 文化服装学院 専任講師が担当。 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 

科ｺｰﾄﾞ   FC3     科  名 服飾専攻科 技術専攻 

科目ｺｰﾄﾞ 401000   科目名 生産システム論 

単  位 1 

授業期間 前期 
 

担当教員(代表)：加藤 紀人 共同担当者： 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

アパレルメーカーから生産工場までの全体の流れを捉え、生産活動に必要な事柄について学ぶことを目標とする。 

企画から製造にいたるプロセスで様々な個々の技術が全体の目的に貢献できるよう、工程・方法・時間・人などが関連性

を持ちながら、生産効率の向上が図れる仕組みづくりを掴む。また「量産技術実習Ⅱ」につながる情報の基盤づくりをす

る。 
 

【授業計画】 

Ⅰ.ガイダンス（1 ｺﾏ） 

Ⅱ.生産用パターン（2 ｺﾏ） 

①仕様・機器に対応した変更 

②表地、裏地、芯地、ゲージ類について 

Ⅲ.アパレル商品企画（2 ｺﾏ） 

①品質レベルの設定 

②品質のつくり込み（作業標準書） 

Ⅳ.生産計画（5 ｺﾏ） 

 ①日程計画（タイムテーブル、標準時間の算出） 

 ②人員計画（作業割り当て） 

 ③ライン計画（工程編成） 

 ④材料計画（日程、数量、コスト、品質） 

Ⅴ.アパレル製品と原価（1 ｺﾏ） 

 ①原価の三要素（材料費、労務費、経費）のあらまし 

 ②損益分岐点と目標利益 

 ③目標生産量の算出 

Ⅵ.品質管理（2 ｺﾏ） 

①製造中の検査方法（検査箇所） 

②製造後の検査方法（外観検査） 

 ③ PL法対策 

 

評価方法・対象・比重 

S～C・F評価  筆記試験（60％）＋提出物（20％）＋出席率（20％） 
 
主要教材図書 

「文化ファッション大系 アパレル生産講座⑦ アパレル生産管理」「工業用ミシンとアイロンの基本操作と知識」 

参考図書 

その他資料 私製プリント 
  
授業の特徴と担当教員紹介 

アパレル生産のシステムについて学ぶ。 文化服装学院 専任講師が担当。 

記載者書名欄 加藤紀人 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部  １ 



 
      

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 服飾専攻科 技術専攻 

科目名 ＣＡＤパターンメーキングⅠ 

単  位      ２  単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：髙津 由規子 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

アパレル業界の企画【設計】において必須であるＣＡＤシステムを利用し、基本を学びながら 

考え方・手法・方法・管理の理解を深めつつＣＡＤ操作が出来るようになる。 
 
【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 テーマ 方法 コマ数 

オリエンテーション・基本操作 演習 1 応用パターンメイキング・縫製仕様書 演習 1 

基礎パターンメイキング・ダーツ操作 演習 2 グレーディング 演習 1 

基礎パターンメイキング・スカート製図 演習 2 実技試験対策 演習 1 

基礎パターンメイキング・パンツ基製図 演習 2 実技試験 演習 1 

基礎パターンメイキング・マーキング 演習 1    

基礎パターンメイキング・製品図 演習 1    

基礎パターンメイキング・縫製仕様書 演習 1    

基礎パターンメイキング・スキャナー 演習 1    

基礎パターンメイキング・トレース 演習 1    

基礎パターンメイキング・工業用パターン 演習 1    

応用パターンメイキング・囲み製図 演習 1    

応用パターンメイキング・シャツ展開 演習 ４    

応用パターンメイキング・シャツ製品図 演習 1    

応用パターンメイキング・ジャケット 演習 ４    

応用パターンメイキング・製品図 演習 1    

 
【評価方法】 S～C・F評価 

       評価基準：学業評価 50％  授業姿勢 50％ 

 
主要教材図書      なし             

参考図書        なし 

その他資料       なし 
 

 

記載者氏名 髙津由規子 
 

授業の特徴と担当教員紹介     
アパレルの現場で学んできた事と日々変化しているアパレル業界情報を取り入れながら授業を進めています。 
基礎をしっかりと学び応用パターンメイキングにスムーズに進めていける様に取り組んでいます。 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  FC3 

科目ｺｰﾄﾞ 600900 

科  名 技術専攻 

科目名 ファッションマーケティング 

単  位   １単位 

授業期間 前期 
 
担当教員(代表)：春木屋 慶輔 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ファッションビジネス企業へ就職、または起業する際に必要な実務の基礎知識を、包括的に習得することを目標

とする。クリエーションをビジネスにつなげるために必要とされるビジネスの知識に関して、ファッション産業

の構造・特性、アパレル企業の業務内容と各ビジネス戦略、現代社会における留意点、ブランド運営における基

本的な計数管理の知識を習得する。 
  

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

１．ファッションマーケティングの概要 (講義) コマ数＝11 

・ガイダンス・情報収集と取捨選択 

・ファッション産業の構造と現状 

・ファッションビジネスの変遷・今後のファッションビジネスの創造 

・アパレル企業のマーケティングとマーチャンダイジング 

・アパレル企業のブランディングと各職種の業務 

・リテール戦略１ （販路の種類と利益構造） 

・リテール戦略２ （店舗の役割） 

・広報戦略 

・現代社会における留意点１ （サステナブル） 

・現代社会における留意点２ （知的財産・人権問題・美意識等） 

・ファッションビジネスにおける基本的な計数知識 

２．ファッションマーケティングの実践 （講義、演習） コマ数＝2 

 ・実践演習 （課題説明） 

・まとめ・振り返り 

 
 
【評価方法】  
S・A・B・C・Ｆ 評価 
出席状況（20％）授業への参加・意欲（20％）期中課題（20％）期末課題（40％） 

 
主要教材図書  なし 

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 

 

記載者氏名  春木屋 慶輔 

 

授業の特徴と担当教員紹介  
アパレル企業における 30年以上の経験をもとに、ファッションマーケティングの実践的な基礎を理解し、 
ファッションビジネスのプロになるための素地を習得する。 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 服飾専攻科 技術専攻 

科目名 アパレル CAD 

単  位   2単位 

授業期間 後期 
 
担当教員(代表)：宮澤 国博 共同担当者：  

 
 

概要 

基礎的な CADオペレーションを習得する。 

レベル設定：ＣＡＤを使用した囲み作図、スキャナ入力したパターンのデータ化、工業用パターン作成の基礎

的なスキルを身につける。（基礎レベル） 
  

使用CAD：東レACS株式会社 CREACOMPOⅡ 

 

Ⅰ.オリエンテーション（1コマ） 

① アパレル CADを使用したデータ経路の説明 

② パターンマジックの基本操作 

Ⅱ.囲み作図（5コマ） 

① タイトスカート作図 

② パンツ作図 

③ 2枚袖作図 

Ⅲ.原型作成（1コマ） 

① 各自の補正原型をデータ化する 

Ⅳ. 展開操作（1コマ） 

① スカートパターンの展開 

② 原型、胸ぐせの展開 

Ⅴ. ジャケットパターン入力（5コマ） 

① パターン入力方法 

② 各自のパターンを入力する 

③ 入力パターンの修正、調整方法を身につける 

Ⅵ. マーキング（1コマ） 

① マーキングの手順とオペレーションを身につける 

Ⅶ.まとめ（1コマ） 

① 今後のアパレル CADの環境変化について 

② CADに関する 3年生への取り組みについて 
 
評価方法・対象・比重 

評価方法：授業内試験、提出物（CADデータ） 

評価比重：試験5割、提出物5割 
 
主要教材図書  私製テキスト  

参考図書  

その他資料  
 

 

記載者氏名 宮澤 国博 

授業の特徴と担当教員紹介      
アパレル CADの基本操作を習得する。 
担当教員 文化服装学院 専任講師 宮澤 国博 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  FC3 
科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 服飾専攻科 技術専攻 

科目名 帽子Ⅱ 

単  位   １単位 

授業期間   前期（A週） 
 
担当教員(代表)：窪田 恵美子 共同担当者：  

 
 
概要（教育目標・レベル設定） 

 帽子の一般知識を習得する。夏物帽体・冬物帽体の２作品を製作する。 

  専門素材・専門用具を用いての製作実習を通して、素材に適したデザイン・技法、帽子の基礎知識を学ぶ。 

  トータルコーディネートとしての効果を意識した作品作りを指導。 

  

   

  Ⅰ オリエンテーション   講義 [２コマ] 

    ・帽子の形の用語、種類、素材、木型、用具など専門性の説明 

 

 

  Ⅱ 実物製作 ２作品 

    ⑴夏物帽体作品の製作  講義・演習 [６コマ] 

      ・夏物帽体による実物製作 

      ・木型など専門用具の使用法、型入れによる帽体の形づくりを指導 

      ・トリミング（装飾）及び仕上げについて指導 

   

    ⑵冬物帽体（フェルト帽体）の製作  講義・演習 [６コマ] 

      ・帽子用のフェルト帽体（ファーフェルト）による実物製作 

      ・木型など専門用具の使用法、型入れによる形づくりを指導 

      ・スチームボイラーを用いて、蒸気によるデザイン別成形方法を指導 

      ・トリミング（装飾）及び仕上げについて指導 

    

 

 
評価方法・対象・比重 

 S〜C・F 評価、 評価基準：作品８０％、授業姿勢２０％ 

 
 
主要教材図書    
 文化ファッション体系 ファッション工芸講座１ 帽子 基礎編                

参考図書 The HAT magazine 

その他資料 コスチューム資料室標本 
 

記載者氏名 窪田 恵美子 

 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 
文化服装学院教務部 
 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 服飾専攻科 技術専攻科３年 （選択） 

科目名 ファッションデザイン画Ⅲ 

単  位    1 単位 

授業期間 （半期） 
 
担当教員(代表)：水野雅己 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

上級学年のファッションデザイン画に必要な技術・知識・感性３つの要素をカリキュラムに配分し画題ごとに 

構成。学生が自らアイディアを具体的に表現できる実力を育成する。 

  
【授業計画】 

① オリエンテーション（１コマ） 

 

② 人物・様々なポーズの描き方（１コマ） 

デザイン画を描く為に必要な応用技術を習得（講義・実習） 

 

③ コンテスト・YKK ファスニングアワード（２コマ） 

独自のアイディアをデザイン画で表現し、まとめる能力を磨く 

 

④ 縫製技法からのファッションデザイン（２コマ） 

ホルムとディテールの関係としてギャザー・フレア・ドレープなどの描き方と衣服の形とバランスを考える 

 

⑤ デザインの原則（２コマ） 

造形の比率（黄金比）とリズムの理論を基にバランスの良いデザインを展開する法則を習得（講義・実習） 

    

⑥ シンメトリー・アシンメトリー（2 コマ） 

形の中心を軸に左右対称・非対称の構成を考えバランスの良い比率でデザインすること（講義・実習） 

 

⑦ マイコレクション（４コマ） 

興味のある分野をテーマ設定からの着想の基、これまでに習得したデザインの展開方法を活かし 

ポートフォリオにまとめる（講義・実習） 

 
【評価方法】  

提出課題・60％・出席率 30％・授業態度 10％ 

 
主要教材図書              

参考図書 トレンドマガジン      

その他資料 課題資料（自主制作）   
 
授業の特徴と担当教員紹介  
文化服装学院デザイン画講師 
 これまでにファッションイラストレーターとして活動、テキスト”Fashion Drawing Basic”トレンドマガジンに 
 イラスト提供など     

 
記載者氏名  水野雅己 
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科ｺｰﾄﾞ FB3 

科目ｺｰﾄﾞ 400600 

科  名 服飾専攻科  

科目名 西洋服装史特論（自由選択） 

単  位      1     単位 

授業期間 後期 
 
担当教員(代表)：関谷麻美 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

パリ・ミラノ・ロンドン・NY・東京-------これらファッション先進 5 大都市には、独自の伝統やスタイルが存在する。その国の突出した
才能が牽引し、国民性や身体的特徴、風土、経済力、歴史・文化的背景などを反映しながら発展、さらに国同士が相互に影響
を与え合いながら、世界的流行を生み出してきた。この講座では、世界地図の広がりと歴史的な時間の流れを感じとりながら、都
市とファッションと流行の関連性を掘り下げる。 
 

【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

内容 方法 コマ 

「イントロダクション----ファッション 5大都市とは」 

パリ・NY（アメリカ）・ロンドン・東京・ミラノ（イタリア）のスタイル紹介と講義 14 回の流れ。  

講義 １ 

「パリ①パリはなぜモードの都になったか？マリー・アントワネットからオートクチュールの誕生まで」 講義 2 

「パリ②19世紀末からアールデコ期 現代服の始まりとココ・シャネルの登場」 講義 3 

「パリ③20世紀中期 第二次大戦後に花開いたディオールのニュールックとプレタポルテの台頭」 講義 4 

「パリ④80年代から現在 ケンゾー、アライア、川久保玲、ベルギー勢＝外国人デザイナーのパリ進出」 講義 5 

「NY/アメリカ①19 世紀 ブルックスブラザーズの創業とハーパース・バザーの創刊」 講義 6 

「NY/アメリカ②20 世紀 セレブリティが体現する高級モードとストリートのパワー」 講義 7 

「ロンドン サヴィル・ロウからミニスカート、ロイヤルファッションまで」（前半のレポート提出） 講義 8 

「東京 1920 年代から世界の流行をキャッチ！ 80 年代のボロルックの誕生からカワイイ文化へ」 講義 9 

「ミラノ/イタリア① パリ＆イギリスの下請けから始まった！ 素材の国のモード創世記」 講義 10 

「ミラノ/イタリア② 1990 年代 ミラノの 3G 登場と現代イタリアブランドの社会貢献」 講義 11 

「ゲストスピーカーをお招きして」（ジャーナリストなど） レポート提出 講義 12 

「時代と共に変わる顔・ボディ・存在感：５大都市から生まれた、ファッションモデル伝説」 講義 13 

「世界のファッション５大都市の流行とスタイル まとめ」 期末レポート提出 講義 14 

 
【評価方法】  

出席率・遅刻率、授業への積極的な参加（挙手、質疑応答など）、レポートの提出・内容。それらを総合的に判断する。 

 
  
主要教材図書 毎回の講義にはパワーポイントによる資料をモニターで提示。 

参考図書 「ザ・ストリートスタイル」高村是集著(グラフィック社)、「ファッションの歴史」千村典生著（平凡社） 

その他資料 wwdjapan.com  vogue.co.jp 
 

  

記載者氏名 関谷麻美  
 

授業の特徴と担当教員紹介  

ファッション誌編集者・ジャーナリストとしての国内外での豊富な実務経験を生かして、グローバルな視点で都市とファッションの

関連性や歴史を解説する。  
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科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 服飾専攻科・技術専攻（選択）1.2.3 組 

科目名 テキスタイル産業論 

単  位   1単位 

授業期間 後期 
 
担当教員(代表)： 佐藤奈央 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

■教育目標 
テキスタイルがどのように作られているのか一連の流れを理解してもらう。各産地の特徴や織物、編物、染色の種類や技法に

ついて説明しテキスタイルの知識を深める。工場への依頼方法を説明し、実際に指示書を作ってみたり企業でのものづくりを

体験してもらう。 
 
■レベル設定 
初心者〜 

 

【授業計画】 

講義をメインに実習と学内見学で知識を深めていく。 

テーマ 方法 コマ数 

テキスタイル産業について 講義 1 

国内外の見本市・産地について 講義 1 

日本のテキスタイル産地について 講義・実習 2 

素材・テキスタイルの種類について 講義・実習 2 

テキスタイルの加工について 講義・実習 2 

テキスタイル生産について＜織物＆ニット編＞ 
各生産の工場への依頼方法 

講義・実習 3 

テキスタイル生産について＜デザイン＆染色編＞ 
各生産の工場への依頼方法 

講義・実習 3 

   
【評価方法】  

出席 20% 学業評価 60%、授業姿勢 20% 

 
主要教材図書    
教材なし（プリント・資料配布）           

参考図書     

その他資料    
 
授業の特徴と担当教員紹介  
【特徴】 
テキスタイル産業について、生産背景を説明しながら生産の流れとテキスタイルの知識と構造を理解する。 

【担当教員】 
繊維企業でテキスタイルデザイナーと MDとして 14年勤務。2021年に独立しニットブランドをスタート。 

企業でのテキスタイル企画、デザイン、生産を伝えられるよう努めます。 
 
 
記載者氏名  佐藤奈央 
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科ｺｰﾄﾞ 11823 

科目ｺｰﾄﾞ 301100 

科  名 服飾専攻科 技術専攻 

科目名 アクセサリーⅡ（自由選択） 

単  位 １ 

授業期間 前期 
 

担当教員(代表)：中川 清美 共同担当者： 

 

教育目標・レベル設定など 

アクセサリーは服を引き立たせるための小道具である。新しい素材を取り込み服とのコーディネートを意識したオリジナリ

ティの高いアートアクセサリー制作、そして服作りのヒントにと意識している。 

 
授業概要＝テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

 

１．アートアクセサリー鑑賞レクチャー 

  参考作品の素材説明とアイディア提案 

  樹脂の扱い方 アメリカンフラワーの扱い方説明 

 

２．アートアクセサリー制作実習 

  アクリル絵の具、助剤について 塗料を使って金属の腐食した感じを出す方法の説明・中川作品鑑賞 

 

３．アートアクセサリー制作実習 

  アンティークボタン ブレードの鑑賞を通して１９世紀モードについて 

 

４．アートアクセサリー製作実習 

  アールヌーボ・デコのジャンクアクセサリー鑑賞を通して ２０世紀モードについて 

 

５．アートアクセサリー製作実習 仕上げ 

   

６．シルバー粘土について、特性・扱い方の説明 

  制作実習 

 

７．シルバー粘土リング制作実習 

  作品について仕上げ・説明 

 
評価方法・対象・比重 

作品提出 70％・授業態度 20％・出席 10％ 

 
主要教材図書 
 

参考図書 

その他資料 
 
授業の特徴と担当講師の紹介 

フリーイラストレーター、コスチュームアクセサリー作家として幅広く活動しつつ、文化服装学院にてアートアクセサリー／ 

イラストレーションの講師をつとめる。 

世界各国のアクセサリー資料の紹介、いろいろなアクセサリー素材、道具類の説明を含め、デザインの幅を広げ、ファッションと 

コーディネート提案ができるような授業内容 

  

記載者書名欄 中川 清美 
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科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 服飾専攻科 技術専攻 

科目名 グラフィックワーク(自由選択) 

単  位     1単位 

授業期間 （後期） 

 
担当教員(代表)：加藤 正人 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ファッション産業におけるグラフィックの役割と有効性を理解し、ファッション表現のツールとしてパーソナル

コンピュータ及び、グラフィックソフトを使う能力を身に着けると同時に、各自のデザイン能力及びプレゼンテ

ーション能力の習得、向上を目標とする。デジタルファッション画、コラージュの製作を通してグラフィックソ

フトの基礎技法習得を目指す。 
  

【授業計画】 

(1)パーソナルコンピューターの基本操作(0.5 コマ) 

     ・ハードウェアの操作/コンピューター本体、マウス、キーボード、モニター等 

     ・OS の操作、ファイルの管理、文字入力 

 

(2)Adobe Photoshop の基本操作(1 コマ) 

     ・Photoshop、ペイントソフトの基礎知識 

     ・各種ツール、パネル、メニューの操作 

     ・描画、加工、編集の基礎技法 

 

(3)Adobe Illustrator の基本操作(1 コマ) 

     ・Illustrator、ドローソフトの基礎知識 

     ・各種ツール、パネル、メニューの操作 

 

(4)デジタルファッション画の製作 下絵取り込み〜修正〜着色〜完成(6.5 コマ) 

   ・Photoshop によるファッションデザイン画の製作 

     ・下絵のスキャニング 

     ・下絵の修正 

     ・着色、陰影、立体感の表現 

     ・カラー、素材等のバリエーション製作    

     ・Photoshop によるテキスタイル柄、パターンの製作(基礎) 

 

(5)コラージュの製作(4 コマ) 

     ・Photoshop によるコラージュの手法とプロセスの解説 

     ・画像の合成、加工、編集 

     ・コンセプトヴィジュアルの製作 

 

(6)企画デザインボードの制作(2 コマ) 

     ・デザイン画、コンセプトヴィジュアルを企画ボードにまとめる 

     ・タイトル文字デザイン 

     ・レイアウトデザイン 

 

使用ソフト 

     ・Adobe Photoshop 

     ・Adobe Illustrator 
 
【評価方法】  

・提出課題 

・出席率 
 
主要教材図書・なし 

参考図書・なし 
  

その他資料・課題別各種プリント、作例 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
アパレル会社にてグラフィックデザイナーとして勤務後、フリーランスとして活動。 
ファッションブランド、ショップ等のグラフィック、イラスト製作を手がける。 
デジタルデバイス、グラフィックソフトによるファッショングラフィックの実践授業を実施。     

 
記載者氏名   
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科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科名服飾専攻科 技術専攻 

科目名 アパレル染色演習Ⅰ（自由選択） 

単  位  １ 単位 

授業期間 前期 
 

担当教員(代表)：眞田玲子 共同担当者： クワシーブレンダ小林 
 

概要アパレルデザインを行う上 重要である素材の染色加工に関する専門知識を養う。 

理論・技法・工程など実技を通し習得する。 時代に沿った 各種表現方法を分析し構成する。   
  

コマ 
内 容 

1 ガイダンス 授業内容 課題説明 

2  講義 課題Ⅰ 原毛染色 

染色の基礎知識 酸性染料の浸染方法について理解させる 

3 ウェットフェルト 小物制作 

4 ドライフェルト  小物制作 

5 講義 課題Ⅱ 絞り染め  講義絞りによる防染の仕組みと可能な表現について解説する   

6 実習縫い絞り、糸でくくる絞り技法を使いエコバックを染色する  

7 〃 

8  講義 課題Ⅲ 型紙捺染 孔版プリントの仕組みを説明しデザイン化の意味を説明する       

9 実習各自オリジナルロゴマーク、マスコット イラストなど図案をデザインする  

10  型紙作り 

11  捺染 刷り込み実習 

12 〃  

13 講義課題 Ⅲ オパール加工  素材の表面効果を学ぶ 

14 オパール加工液（糊）塗布 熱加工 炭化 すすぎ処理 作業   

 
評価方法・・ 

① 試験０％ ②課題提出70％③授業姿勢10％④出欠席20％⑤その他０％による総合評価 
 

主要教材図書  アパレル染色論（文化服装学院教科書）                 

参考図書 なし 

その他資料 各種技法の作業工程 レシピ配布  
 

記載者氏名  眞田玲子  

授業の特徴と担当教員紹介      

 眞田玲子  企業におけるテキスタイルデザイナーの経験をもとに繊維素材の実用性、アパレルデザインにおける必要な図案や素材との調和など染色加

工の企画制作を指導。 
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科ｺｰﾄﾞ  FC       科   名 服飾専攻科 技術専攻 

科目ｺｰﾄﾞ 980030     科目名  特別講義Ⅲ 

単  位      ２ 

授業期間 通年 
 

担当教員(代表)：門井 緑 共同担当者：大津公幸 朝生麻沙美 

 

教育目標・レベル設定など 

・服飾関連の幅広い分野から専門家による講義とテクニックの技法示範を受講し、各自の知識を広げ 

 技術を向上させる 

・職業としての職域を意識する動機づけすることで、内定へと促進する 
 

１、皮革の一般知識（村松 弘康 氏）             講義・・・１コマ 

 皮革の名称と特徴 

  

２、キャリア支援（熊谷 江理 森 薫子氏）              講義・・・１コマ 

 

３、衣料用皮革の概要（本多 裕介 氏）             講義・・・１コマ 

 仕事内容・実務の解説 

 

４、アパレルメーカーに於ける 

    パターンメーカーの役割（伊藤 智之 氏）       講義・示範・・・４コマ 

 パターン操作と実技指導 

 企業でのパターンメーカーの仕事について 

 アイロン操作によるくせとり、立体感の出し方を示範説明 

 二枚袖の考え方 

 

５、メンズパターンの設計（岩井 一仁）            講義・師範・・・３コマ 

 メンズジャケットのパターンテクニック 

 縫製 

 

６、サビルロウに於ける縫製技術（里和 慶一 氏）         講義・示範・・・２コマ 

 毛芯仕立てのジャケットの縫製テクニックを示範説明 

 

７、就職実践対策（佐古 かがり 氏）             講義・・・２コマ 

 ユニフォームウェアを通し職種の幅を広げる 

 

８、ファッション情報（ 講師検討中 ）            講義・・・１コマ 

 トレンド解説・パリ・ミラノ・東京 

 

９、立体裁断による身頃つづきの袖（樋口 吉徳 氏）      講義・示範・・・２コマ 

  立体と平面の併用パターンテクニック 

 

１０、  （木島 広）      講義・・・コマ 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部  １ 



１１、工業ニット（田才 由美子 氏）             講義・実習・・・５コマ 

 ニット機器の操作法、Ｔシャツ制作 

 

１２、毛皮の一般知識（梨本 チエ子 氏）           講義・示範・・・２コマ 

 毛皮の種類、良否の見分け方など豊富な原毛に触れ、作品制作の導入とする 

 毛皮のくせとり、縫製テクニックを示範説明 

 

１３、半・分解展から探る 

パターンの変遷 250年（長谷川 彰良 氏）        講義・・・１コマ 

 ファッションについての考え方 

 

１４、ファッション情報（ 講師検討中 ）           講義・・・１コマ 

 トレンド情報・パリ・ミラノ・東京 

 

１５、３D CAD操作解説（宮澤 国博）             講義・師範・・1コマ 

   ３D CADの概念と操作方法、今後の仕事の関わり 

 
 

評価方法・対象・比重 

           出席状況（１００％） 

 
主要教材図書 
           なし 

参考図書       なし 

その他資料      なし 

 

記載者書名欄 門井 緑 
 

授業の特徴と担当教員紹介   
 
ファッション記者 企業婦人服パタンナー メンズパタンナー モデリスト スポーツウエア企画 
その他各分野でのスペシャリスト 
   



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  FC3      科   名 服飾専攻科 技術専攻 

科目ｺｰﾄ 971000   科目名  専攻科卒業研究・創作 

単  位     ５ 

授業期間     後期 

 

担当教員(代表)： 門井 緑 共同担当者： 大津公幸 朝生麻沙美 

 

教育目標・レベル設定など 

・３年間で学んだ理論と技術の集大成としての作品を研究創作させる 

・実物製作を通して研究する力を養い、卒業制作ショーで発表する 

 

授業概要＝テーマ（大・中・小項目）、方法（講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など）、製作物、 

     他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

■卒業制作【実物製作】講義・示範・実習 ・・・７７コマ 

   ・既習の理論と技術（ドレーピング、パターンメーキング、縫製法）を駆使し、専攻科として集大成と 

なる作品を研究・創作 

   ・企画、演出、照明、音効、舞台、会場等の役割を分担し、卒業制作ショーに構成して発表 

 

デザイン・・・・各自発想のデザイン（技術専攻科に相応しい）でアイテムは自由 

素  材・・・自由とするが、技術専攻科に相応しい布地 

縫  製・・・・各自のデザイン、布地に合わせた縫製法 

レポート・・・・３年間の集大成として、研究的にまとめる 

 

※各自のデザインで１体以上を実物製作し、レポートを書く 

 

評価方法・対象・比重 

実物作品（実物製作のデザイン、パターンメーキング、縫製、レポート）・・制作物（１００％） 

 
主要教材図書 文化ファッション体系 服飾造形講座 応用編Ⅰ・Ⅱ 

 

参考図書 ファッションブック 

その他資料 プリント（デザイン・作図） 
  

授業の特徴と担当教員紹介 

専攻科としての集大成としてショーを意識したデザインで制作する。 

服飾造形専任教授 専任講師 ファッション教育振興協会パターンメーキング検定委員 企業パターンナー経験者 
 

記載者書名欄  門井 緑 
 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部  １ 


	①2022FC3_服装造形Ⅲ
	②2022FC3_量産技術実習Ⅱ
	③2022FC3_生産システム論
	④2022FC3_ＣＡＤパターンメーキングⅠ
	⑤2022FC3_ファッションマーケティング
	⑥2022FC3_アパレルCAD
	⑦2022FC3_帽子Ⅱ
	⑧2022FC3_ファッションデザイン画Ⅲ
	⑨2022FC3_西洋服装史特論
	⑩2022FC3_ テキスタイル産業論
	⑪2022FC3_アクセサリーⅡ
	⑫2022FC3_グラフィックワーク
	⑬2022FC3_アパレル染色演習Ⅰ
	⑮2022FC3_特別講義Ⅲ
	⑯2022FC3_専攻科卒業研究・創作

